
◆工事発注の見通しに係る追加情報の掲示について（お知らせ）

令和７年度工事発注見通し（令和７年７月15日公表）に掲載しました下記工事の追加情報について、お知らせいたします。

【公表番号：９】  【工事名称】：０７ー三宮ＣＳ東地区ＪＲ三ノ宮新駅ビル南デッキ整備工事他２件(枠組み協定型一括入札）

【追加情報】    ※追加情報として、掲載する内容については、実際の発注内容と異なる場合があることをご承知おきください。

入札・契約及び参加資格要件等の内容

０７ー三宮ＣＳ東地区ＪＲ三ノ宮新駅ビル南デッキ整備工事他２件（枠組み協定型一括入札）

工事場所：

工事概要：

工事場所：

工事概要：

工事場所：

工事概要：

備考：

◆工事種別 発注標準

当機構西日本地区における令和７・８年度の一般競争参加資格の土木工事における認定の際に、客観
的事項（共通事項）について算定した点数（客観点数）が
・単体業者 「客観点数１２００点以上」
・共同企業体 JV代表者「客観点数１２００点以上」
       JV構成員「客観点数１１５０点以上」
       ※総構成員の数は２または３社以上とする。

◆工事発注規模 金額規模 30億円以上

入札方法 一般競争入札（電子入札）・枠組み協定型一括入札

総合評価方式の適用 総合評価方式（土木・造園）：タイプＢ 施工体制確認型

余裕期間制度（任意着手方式） 無

掲示日 令和７年９月１日（予定）

競争参加資格申請書の提出期限 令和７年９月24日（予定）

入札（開札）時期
入札 令和７年11月17日（予定）
開札 令和７年11月18日（予定）

契約予定期間
（当初工事）   令和７年11月（予定）～令和10年３月（予定）
（契約予定工事１）令和７年12月（予定）～令和12年３月（予定）
（契約予定工事２）令和８年９月（予定）～令和10年12月（予定）

企業実績

平成22年４月１日から本工事掲示日までの期間に、元請として施工を完了した土木工事のうち、DID
地区内で橋梁工事（歩行者デッキ工事も可）の施工実績を有すること（共同企業体の構成員としての
実績は、出資比率が20%以上の場合のものに限る）。
※共同企業体においては、共同企業体を構成する各社において上記の施工実績を有すること。
なお、施工実績として認定する発注者については、公共機関（国、地方公共団体、独立行政法人等）
及び民間のいずれも可とする。

配置予定技術者実績

①平成22年４月１日から本工事の掲示日までの期間に元請として施工を完了した土木工事のうち、担
当技術者以上の技術者として下記に掲げるいずれかの工事の従事経験を有すること。
 ・場所打ち杭工
 ・鋼製橋脚工
 ・鋼製上部工
 なお、施工実績として認定する発注者については、公共機関（国、地方公共団体、独立行政法人
等）及び民間のいずれも可とする。
②監理技術者にあっては、監理技術者資格証及び監理技術者講習修了証を有する者であること。
③申請者と直接的かつ恒常的雇用関係にあること。なお、恒常的雇用関係とは、申請書及び資料の提
出日以前に３ヶ月以上の雇用関係にあることをいう。

令和７年７月１５日
独立行政法人都市再生機構

西日本支社

主な追加情報項目 工事概要・留意事項 等

兵庫県神戸市雲井通８丁目

兵庫県神戸市雲井通８丁目

【鋼床版ラーメン箱桁構造】
 橋長L=102ｍ、橋脚７基、構造物撤去工一式、付属物工一式、
 仮設工一式

兵庫県神戸市雲井通８丁目

【鋼床版フィーレンディールトラスト桁構造】
 橋長L=40ｍ、橋脚８基、歩廊（道路付属物・鉄骨造・１階建て）、
 エレベーター１基、既設歩道橋撤去一式、構造物撤去工一式、
 付属物工一式、仮設工一式

【鋼床版ラーメン箱桁構造】
 橋長L=102ｍ、歩廊（道路付属物・鉄骨造・１階建て）、
 エスカレーター６基、仮設工一式

◆工事施工箇所

・本工事は週休２日促進工事（発注者指定方式）となります。
・本工事については、工事契約後に当機構にて行う道路法24条手続き後に着手となりま
す。
・歩行者デッキについて、橋脚及び上部工は鋼製の予定であり、既設歩道橋等への接続工
を含みます。
・本工事範囲に近接してＪＲ西日本による新駅ビル工事、神戸市による歩行者デッキ工事
が実施されています。
・本工事は低入札対応（技術者追加配置）適用工事となります。
・本工事は不落随契適用工事となります。

◆入札・契約の方法

◆入札・契約の時期

◆参加資格要件

◆工事名称及び
 工事概要

契約予定工事

（当初工事）０７－三宮ＣＳ東地区ＪＲ三ノ宮新駅ビル南デッキ整備工事

（契約予定工事１）０７－三宮ＣＳ東地区税関線横断デッキ整備その他工事

（契約予定工事２）０８－三宮ＣＳ東地区ＪＲ三ノ宮新駅ビル南デッキ整備工事
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工事範囲
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